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特別損失の発生及び繰延税金資産の取崩しに関するお知らせ 
 

 当社は、平成 19年 3月期第3四半期において、下記の特別損失の発生及び繰延税金資産の取崩しを
行う必要が生じましたのでお知らせいたします。 
  

記 
１． 特別損失について 
当社連結子会社であります「Matsuya Foods USA,Inc.」グループ※の当期業績を踏まえ、米国
会計基準に基づき減損査定を行った結果、のれん代の評価損が発生する見込みとなりましたので、

当第3四半期の連結決算において 798百万円を減損損失として計上いたします。 
この結果、当第3四半期の連結決算の減損損失総額は、当中間期において当社保有資産の一部に
ついて減損処理を行った195百万円とあわせまして993百万円となります。 
なお、個別決算では、当第 3四半期業績において 916百万円を投資損失引当金繰入額として計
上いたします。 

 
※ 当社は、平成17年12月に米国現地法人「Matsuya Foods USA,Inc.」を通じ、「Yonehama,Inc.」
「Yonehama International,Inc.」の株式100％取得及び「Japan Catering Service,Inc.」の
資産の一部購入、さらには食材の仕入･加工･販売等を行う「Matsuya International,Inc.」を
設立し、米国における外食事業を展開いたしております。 
※ 「Matsuya Foods USA,Inc.」を持株会社とする「Yonehama,Inc.（平成 18 年 12 月に
「Matsuya New York,Inc.」に商号変更）」「Yonehama International,Inc.」「Matsuya 
International,Inc.」の４社（「Matsuya Foods USA,Inc.」グループ）は、今後の米国での事
業展開における重要性に鑑み、平成18年3月期より連結子会社となっております。 

 
２． 繰延税金資産の取崩しについて 
当期の業績推移に鑑み、繰延税金資産の回収可能性につきまして慎重に検討いたしました結果、

当第3四半期において、税務上の損金算入時期の特定が不能な将来減算一時差異に係る繰延税金資
産の取崩しを含め、法人税等調整額として、連結決算では 483百万円、個別決算では 480百万円
を計上いたします。 

 
３．業績への影響 
平成19年3月期第3四半期業績概況及び平成19年3月期通期業績予想につきましては、現在精
査中であります。 
なお、平成19年3月期第3四半期業績概況の開示は、平成19年2月13日を予定いたしており
ます。 

 
以上 


